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那
珂
川
町
の
平
成
25
年
度
予

算
は
、
町
総
合
振
興
計
画
の
後

期
計
画
の
中
間
年
と
し
て
、「
豊

か
な
自
然
と
文
化
に
は
ぐ
く
ま

れ　

や
さ
し
さ
と
活
力
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
計
画
の
着
実
な
実

現
を
目
指
し
、
安
全
・
安
心
な

生
活
基
盤
の
構
築
を
図
り
な
が

ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
運
用

を
基
本
に
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
82
億
８
千
万
円
と
な

り
、
前
年
度
予
算
に
対
し
、

７
億
８
５
９
７
万
２
千
円
の
増

（
10
・
５
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
地
方

道
路
交
付
金
事
業
費
や
町
道
改

良
舗
装
事
業
費
の
生
活
基
盤
の

充
実
及
び
、
学
校
施
設
整
備
事

業
費
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
の

ほ
か
、
新
た
に
庁
舎
整
備
事
業

費
や
、
消
防
庁
舎
那
珂
川
署
整

備
事
業
費
負
担
金
、
防
災
型
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

費
、
菊
池
俊
男
奨
学
基
金
の
創

設
な
ど
が
増
額
と
な
っ
た
た
め

で
す
。●人や物が安全でスムーズに行き交うまち

●豊かな自然のなかでだれもが健康で生活できるまち

●魅力ある地域資源のネットワークにより人がにぎわうまち

●地方分権に対応した行財政改革と住民自治が確立したまち

平成25年度
一般会計予算額

82億円8千万円

自主財源は全体予算の３８．３％に
　歳入の構成については、大きく分けて自主財源（町税
や使用料、手数料など町独自でまかなえるもの）と依存
財源（地方交付税、国・県支出金、町の借金である町債
等）の２つに分けられます。
　自主財源については、町の主力財源である町税は横ば
いですが、各種負担金や使用料など減少傾向にあるた
め、より一層の課税客体の的確な把握に努めるととも
に、財政調整基金、地域振興基金等の基金を充当してい
ます。
　また、依存財源は、交付金や、国庫支出金、県支出金
が増額となります。町債については、充当事業の厳選に
努め、将来の財政負担に支障が少ない過疎対策事業債、
合併特例事業債を活用することとします。さらに、国の
平成25年度地方財政対策を勘案し、地方交付税は30億
円、財源補てんのための臨時財政対策債は3億円を計上い
たしました。
　一般会計予算を財源別に見てみると、自主財源は、31
億7,289万円で、構成比は38.3％となっています。自主
財源の中心となる町税は、18億3,801万円で歳入全体の
22.2％となっています。また、依存財源は51億711万円
で、構成比は、61.7％となっています。依存財源の核と
なる地方交付税は、30億円で歳入全体の36.2％を占めて
います。

歳入歳入

（1.7 ％）
（1.4％）

82億円8,000万円

投資的経費は１０．４％に
　歳出については、行財政改革の本旨を念頭に一層の経費節減
に努め、財政の健全化の確保に配慮しながらも、総合振興計画
の具現化に向けて事業を導入することとしました。また魅力あ
る地域社会の形成を進めるため、多様化する各種事務事業の費
用対効果を再検証して予算編成いたしました。
　民生費の主なものは、障がい者福祉サービスや児童手当支給
事業費等の福祉サービス経費のほか、後期高齢者医療特別会計
や介護保険特別会計繰出金などです。
　教育費の主なものは、小・中学校のトイレ洋式化工事費用
や、スクールバスの配備、コンピューター教育の推進など小・
中学校の運営に係るもの、各種教室、講座の開催など社会教育
事業の経費など、生涯学習に関する経費です。
　総務費の主なものは、デマンド交通、馬頭烏山線運行経費
や、ケーブルテレビ事業特別会計繰出金のほか、戸籍、税務な
ど町を運営する全般的な経費です。
　公債費は、臨時財政対策債や過疎対策事業債などの町債の元
金及び利子の支払に関する経費です。
　このほか、衛生費は、予防接種や健康診
断、ごみ処理などの経費のほか、防災型太陽
光発電システム整備事業費。土木費は、道路
や住宅などの経費。消防費は、７分団30部非
常備消防団組織の経費や、消防庁舎整備事業
費負担金のほか、災害復旧等支援金など。農
林水産業費は、農業委員会や農林業の振興の
ほか、県の森林税を利用したとちぎの元気な
森づくり事業などです。
　歳出の性質別内訳は、建設事業費などの投
資的経費と人件費や物件費などの消費的経
費、公債費などのその他の経費の３つに分け
ることができます。投資的経費は、8億5,919
万円で、構成比は10.4％、消費的経費は、48
億9,512万円で、構成比は59.1％となりまし
た。また、その他の経費は、25億2,569万円
で、構成比は30.5％となっています。

歳出歳出 82億円8,000万円

※
平
成
20
年
度
那
珂
川
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
優
秀
賞
「
満
開
桜
並
木
」
か
ら

まちの将来像
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平成２５年度予算の主要施策（一般会計）
安全・快適なユニバーサルデザインのまちづくり 人がにぎわい活力あるまちづくり

豊かな自然と共生するまちづくり

一般会計・特別会計・企業会計予算額（前年との比較）

財政力指数の推移 一般会計当初予算の推移

町民１人当たりの目的別の予算額は（平成25年３月１日現在人口18,579人）

改革への道

笑顔あふれる元気で心あたたかなまちづくり

自然・環境との共生推進プロジェクト
人を育て未来を拓くまちづくり

○町道新設改良事業	 194,600千円
○地方道路交付金事業	 113,535千円
○デマンド交通運行事業	 	21,475千円
○馬頭烏山線運行事業	 8,000千円
○非常備消防の管理運営費	 62,496千円
　・消防団員防火服購入費［新規］	 9,923千円
○消防庁舎那珂川署整備事業費負担金［新規］
	 82,900千円

財政力指数……町の財政上の能力を示す指数で、指数
が高いほど	財源に余裕があるものとさ
れている。

年　度 平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

予算額 7,390,000 7,500,000 8,000,000 7,494,028 8,280,000

年　度 平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

財政力指数 0.459 0.453 0.425 0.408 0.404

○農業振興事業	 15,077千円
○農業基盤整備促進事業［新規］	 8,700千円
○中部中山間地域総合整備事業［新規］	10,000千円
○とちぎの元気な森づくり事業	 26,195千円
○中小企業振興資金事業	 124,154千円
○商工業の振興事業	 19,129千円
○観光振興事業	 99,044千円

○し尿処理対策事業	 54,726千円
○ごみ収集対策事業　　　	 147,875千円

○協働によるまちづくり推進事業	 1,200千円
○地域版プラットフォーム事業　　　	 	　　500千円
○里の“守”サポート事業　	 　　	　1,500千円
○学官連携事業　　　　　　	 　	　　778千円
○庁舎整備事業［新規］　　　	 　　36,219千円

○健康増進事業　　　　　	 32,372千円
○予防接種事業　　　　　　　	 　　45,227千円
○障害者福祉費　　　　　　　	 　321,650千円
○児童手当支給事業　　　　　	 	　260,503千円
○放課後児童クラブ運営事業　　	 　11,562千円
○南那須地区広域行政事務組合病院費負担金
	 89,194千円

○防災型太陽光発電システム整備事業［新規］
	 267,000千円
○防犯灯ＬＥＤ化事業	 1,325千円

○小・中学校の管理運営［拡充］	 181,413千円
○小・中学校施設整備事業　	 	　116,914千円
○文化振興事業　　　　　　	 　　　49,211千円
○国際交流事業　　　　	 　	　　5,183千円

里の“守”サポート事業「なかがわ元気応援隊」

防災型太陽光発電システムを整備します

消防団員の防火服を購入（写真はイメージです）

小川小学校体育館の改修工事を実施

（単位：千円：％）

（単位：円）

項　目
会計区分 平成25年度 平成24年度 比較増減 対前年度比率
一 般 会 計 8,280,000 7,494,028 785,972 10.5

特
　
別
　
会
　
計

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 380,000 355,000 25,000 7.0
国 民 健 康 保 険 2,188,000 2,180,000 8,000 0.4
後 期 高 齢 者 医 療 189,000 194,000 △	5,000 △	2.6
介 護 保 険 1,568,000 1,434,000 134,000 9.3
下 水 道 事 業 310,000 329,000 △	19,000 △	5.8
農 業 集 落 排 水 事 業 47,000 47,000 0 0.0
簡 易 水 道 事 業 187,000 191,000 △	4,000 △	2.1

計 4,869,000 4,730,000 139,000 2.9
企
業
会
計

上　水　道（支出計） 289,554 355,475 △	65,921 △	18.5
東部簡易水道（支出計） 158,679 180,897 △	22,218 △	12.3

計 448,233 536,372 △	88,139 △	16.4
総　　　　　　　計 13,597,233 12,760,400 836,833 6.6

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 予備費

合 計

5,862 59,185 103,135 50,508 16,319 17,889

269
445,666

58,373163,75629,37840,991

0.00
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

財政力指数

財政力指数

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

当初予算額

6,800,000

7,000,000

7,200,000

7,400,000

7,600,000

7,800,000

8,000,000

8,200,000

8,400,000

予算額

（単位：千円）
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充実の 

感動体験！

青
少
年
海
外
体
験
学
習
報
告

　

平
成
24
年
度
町
青
少
年
海
外
体

験
学
習
は
、
３
月
16
日
か
ら
27
日

ま
で
の
12
日
間
、
米
国
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
な
ど
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

今
回
で
20
回
目
の
訪
問
と
な

り
、
生
徒
12
名
（
馬
頭
中
６
名
、

小
川
中
３
名
、
烏
山
高
校
２
名
、

大
田
原
女
子
高
校
１
名
）
と
川
上

ひ
よ
り
団
長
、
事
務
局
２
名
の
総

勢
15
名
の
訪
問
団
は
、
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
滞
在
で
の
８
日
間
を
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
、
ア

メ
リ
カ
の
家
庭
や
学
校
生
活
を
肌

で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
感
動
や

関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
生

徒
の
感
想
と
写
真
を
と
お
し
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

僕
は
、
バ
ウ
マ
ン
家
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
、

英
語
も
あ
ま
り
話
せ
な
く
て
一
週

間
も
生
活
で
き
る
か
な
と
心
配
で

し
た
が
、
実
際
に
生
活
を
し
て
み

る
と
、
少
し
の
英
語
で
も
と
て
も

楽
し
く
生
活
で
き
ま
し
た
。
僕
は

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
新
し
い

父
母
、
新
し
い
兄
弟
、
新
し
い
友

達
、
そ
し
て
新
し
い
故
郷
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
僕
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
自
分

が
こ
れ
か
ら
成
長
す
る
た
め
の
大

き
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

体
験
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。

　

僕
は
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
で
バ
ウ

マ
ン
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

し
た
。
そ
の
家
族
は
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
同
い
年
の
男
の

子
、
３
歳
上
の
お
姉
さ
ん
の
四
人

で
す
。
僕
は
同
い
年
の
男
の
子
マ

シ
ュ
ー
の
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

マ
シ
ュ
ー
は
と
て
も
頭
が
良
く
、

僕
た
ち
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
学
校
は
と
て
も
楽
し
い

と
こ
ろ
で
し
た
。
お
姉
さ
ん
の
通

う
高
校
に
も
行
き
ま
し
た
。
高
校

で
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ

の
人
た
ち
は
と
て
も
親
切
で
、
良

い
人
ば
か
り
で
し
た
。
那
珂
川
町

も
そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

町
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
て
く
れ
、
少
し
ず
つ
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

経
験
し
、
永
遠
の
仲
間
と
最
高
の

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
体
験
は
一

生
の
宝
物
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
海
外
体
験
学
習
で

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
忘
れ

ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー

ス
ヘ
ッ
ズ
村
へ
向
か
う
日
、
私
は

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
村
の
方
々
は
と
て
も
明
る
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
、
私
た
ち
は
た

ち
ま
ち
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に

は
、
学
校
や
買
い
物
、
食
事
な
ど

様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
は
じ
め
は
思
う
よ
う
に
会

話
が
で
き
ず
に
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
一
緒
に
過
ご
す
う
ち
に
会
話

も
増
え
、
し
っ
か
り
自
分
の
意
見

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
私
の
心
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
は
ス
エ
ー
・
マ
テ
ル
ン
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
気
さ
く

で
、
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
優
し
い
ア

メ
リ
カ
の
方
々
の
笑
顔
に
た
く
さ

ん
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は

じ
め
は
あ
ま
り
会
話
が
弾
み
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
私
の
話
に
優
し
く
耳
を
傾

ホストファミリーの子供たちと

ホストファミリーとの対面式

ピザ屋でピザ作り体験ホースヘッズ教育長と川上団長
（ホースヘッズ教育委員会より記念品贈呈）

ウェルカムディナー

近
こん

藤
どう

　真
まさ

輝
き

さん（矢又）

馬頭中２年
佐
さ

藤
とう

　駿
しゅん

さん（馬頭）

馬頭中２年

新
しん

野
の

　千
ち

優
ひろ

さん（馬頭）

馬頭中２年

並
なみ

木
き

　彩
あや

乃
の

さん（健武）

馬頭中２年

平成24年度青少年海外体験学習事業日程表
月　日 地　　　名 日　　　程

３/１６（土） 山村開発センター集合	
成田発

山村開発センター・出発式　⇒　成田空港　
⇒　ニューヨーク空港⇒ホテルへ

３/１７（日） ニューヨーク⇒	
ホースヘッズ村 ホストファミリーと対面、ピザ作り体験、ホストファミリー宅へ

３/１８（月）

ホースヘッズ村

ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、ウェルカムパーティ

３/１９（火） ホストファミリーと一緒に登下校・授業参加、スポーツナイト

３/20（水） コーニング市にてガラス博物館見学、ガラス工芸体験

３/2１（木） 美術館、パッターソン・イン、ネイチャーセンター見学

３/22（金） ホストファミリーと一緒・授業参加、文化交流、ありがとうパーティ

３/2３（土） ホストファミリーと一緒

３/2４（日） ホースヘッズ村⇒	
ニューヨーク

ホースヘッズ村　⇒　ニューヨーク（移動）	
ミュージカル見学

３/2５（月） ニューヨーク ニューヨーク市内見学（自由の女神、国立9/11記念碑、タイ
ムズスクエアー他）

３/2６（火） ニューヨーク発（機中泊）ニューヨーク空港　⇒　成田空港　

３/2７（水） 成田着	
山村開発センター解散 成田空港　⇒　山村開発センター着、帰国式

アメリカ
ホースヘッズ村
アメリカ
ホースヘッズ村
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ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
は
と
て
も
温

か
い
村
で
し
た
。
最
初
の
目
標
は

日
本
の
文
化
を
伝
え
る
こ
と
で
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
家
族
か

ら
学
ん
だ
こ
と
の
多
さ
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
の
ア
メ
リ
カ

の
イ
メ
ー
ジ
は
決
し
て
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私

の
見
た
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
正
反
対
で
し
た
。
男
性
は

紳
士
的
で
、
女
性
は
優
し
い
と
て

も
良
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。

こ
ん
な
た
く
さ
ん
の
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
ス
エ
ー
・
マ
テ
ル
ン
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
皆
と

て
も
優
し
く
て
、
温
か
い
家
族
で

し
た
。
私
た
ち
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
女
の
子
と
一
緒
に
学
校
に
三

　

私
は
海
外
体
験
学
習
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ

ズ
の
学
校
に
通
っ
た
こ
と
で
す
。

学
校
の
友
達
は
誰
も
が
私
た
ち
を

快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ケ
ー
ト
リ
ン
が
困
っ
た
と
き
に
助

け
て
く
れ
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た

こ
と
は
、
男
女
と
も
に
仲
が
良
い

こ
と
で
す
。
私
は
、
一
人
ひ
と
り

が
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
で
学
ん
だ
こ
と
は
生
涯
忘

れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
研
修
は
私
に
と
っ
て
一

番
の
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
最
初

最
も
緊
張
し
て
い
た
の
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
し
た
が
、
迎
え
て
く
れ

　

僕
は
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
の
八

日
間
で
自
分
の
意
志
や
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。
普
段
の
僕
は
、
簡
単
な
質

問
す
ら
「
ど
っ
ち
で
も
い
い
」
と

答
え
て
い
た
の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
質
問
さ
れ
た
時
な
か
な

か
答
え
ら
れ
ず
最
初
は
困
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
徐
々
に
慣
れ
て
き

て
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
気
持
ち
が
通

じ
合
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

ゲ
ー
ム
な
ど
を
一
緒
に
思
い
切
り

　

ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
で
は
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

雪
が
降
り
寒
か
っ
た
で
す
が
、
と

て
も
温
か
く
明
る
い
人
で
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
誕
生
日
が
近
い
私
を

祝
っ
て
く
れ
た
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。
自
然
が
豊
か
で
、
少

し
足
を
の
ば
せ
ば
大
型
ス
ー
パ
ー

が
あ
り
快
適
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

海
外
に
行
く
の
は
初
め
て
で
し
た

が
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
か

け
が
え
の
な
い
、
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
と
、
第
二
の
家
族
と
故
郷

が
で
き
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

い
会
話
で
な
く
て
も
「
は
い
、
い

い
え
、
あ
り
が
と
う
、
ど
う
い
た

し
ま
し
て
」
な
ど
簡
単
な
言
葉
で

も
十
分
気
持
ち
を
通
じ
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
楽

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

た
人
々
は
と
て
も
気
さ
く
で
良
い

人
ば
か
り
で
し
た
。
私
は
ホ
ー
ス

ヘ
ッ
ズ
村
で
の
生
活
が
恋
し
く
な

る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
生
活
が
好
き

で
す
。
滞
在
先
の
家
族
に
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
観
光
で
は
す
べ
て
が
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
東
京
で

も
見
ら
れ
な
い
光
景
を
見
つ
け
た

り
、
と
に
か
く
新
鮮
で
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
少
し
変

わ
っ
た
自
分
で
日
本
で
の
生
活
も

変
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
今
回
感
じ
た
こ
と
、
経
験

し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
は
一
週

間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
感
じ
た

こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

最
も
大
切
な
こ
と
は
会
話
し
た
い

気
持
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
英

会
話
力
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
気
持
ち
が
大
切
な
の
で
す
。

会
話
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

け
れ
ば
な
ん
と
な
く
会
話
が
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
は
、
ホ
ー
ス
ヘ
ッ
ズ
村
が
大

好
き
で
す
。
そ
う
思
う
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
家
族
や
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
で

す
。

　

私
は
、
海
外
体
験
に
参
加
し
て

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
生
活
習

慣
が
違
っ
た
り
、
普
段
使
わ
な
い

も
の
を
使
っ
た
り
、
慣
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
不
安
の
中
で

も
毎
日
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
全
て
周
り
の
方
々
の

お
か
げ
で
す
。
学
校
に
行
っ
た
時

も
、
み
ん
な
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

す
ぐ
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
と
触
れ
合
え
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

日
間
通
い
ま
し
た
。
学
校
は
人
数

が
多
く
て
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で

し
た
。
私
た
ち
に
日
本
語
で
話
し

か
け
て
く
る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
授
業
中

も
み
ん
な
積
極
的
で
し
た
。
学
校

生
活
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
そ
の
他
に
も
買
物
に
行
っ
た

り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
と
、

楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
切
な
思
い
出
を
ず
っ
と
忘
れ
な

い
で
い
た
い
で
す
。

益
まし

子
こ

蒼
そう

太
た

郎
ろう

さん（馬頭）

馬頭中２年
吉
よし

成
なり

　萌
もえ

さん（馬頭）

馬頭中２年
田
た

代
しろ

　彩
あや

夏
か

さん（小川）

小川中２年
髙
たか

橋
はし

　文
ふみ

花
か

さん（谷田）

烏山高校２年

星
ほし

　弘
ひろ

人
と

さん（矢又）

烏山高校２年

伊
い

藤
とう

比
ひ

奈
な

さん（浄法寺）

大田原女子高校２年

薄
うす

井
い

 亜
あ

季
き

さん（浄法寺）

小川中２年

大
おお

森
もり

　七
なな

海
み

さん（小川）

小川中２年

ガラス工芸体験

スペンサークレストネイチャーセンターにてパッターソン・イン パッターソン・イン（昔のアメリカ生活体験）

文化交流体験（茶道） 文化交流体験（書道）ありがとうパーティーニューヨーク・セントラルパーク

現地中学校の木工教室
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平成25年度
那珂川町職員配置一覧
４月１日付けの人事異動に伴い、
職員の配置が変わりました。

※異動（新採用者含む）があった
　職員は青字、○印は昇任者

総務課  ☎92－1111住民生活課  ☎92－1112馬頭中央保育園  ☎92－2202

大内保育園  ☎92－2257

建設課  ☎92－1118

農林振興課  ☎92－1113

商工観光課  ☎92－1116

会計課  ☎92－1117

馬頭南保育園  ☎92－5480

わかあゆ保育園  ☎96－5221

健康福祉課  ☎92－1119

企画財政課  ☎92－1114

税務課  ☎92－1120

議会事務局  ☎96－2112

環境総合推進室
☎92－1110

健康管理センター
☎92－1188

小川庁舎総合窓口課
☎96－2111

子育て支援センターわかあゆ
☎96－5223

地域包括支援センター
（小川総合福祉センター）

☎96－2161

ケーブルテレビ放送センター
☎92－1121

課長	 益子　　実
課長補佐	 長谷川幸子
課長補佐（庁舎整備担当）
　　　　　　　	 佐藤　裕之
課長補佐兼行政係長
	 ○岩村　房行
●行政係
　課付係長	 金子　洋子
　主査	 仲野谷智子
　主事	 星　　孝範
●管財係
　係長　　　　　　	加藤　博行
　主査　　　　　　	菊地　宏明
●消防交通係
　係長　　　　　	○髙野　曜路
　主査　　　　　	　奈良　大輔
　主事　　　　　　	藤田　智大
※広域行政事務組合派遣
　課付課長　　　　	田村　正水
　課付課長　　　	○鈴木　雄一
　課付課長補佐　	○髙瀨　敏之
※栃木県市町村課派遣
　課付主事	 笹沼　正嗣

課長　　　　　　	○橋本　民夫
課長補佐（環境担当）	江口　義男
課長補佐兼戸籍住民係長
　　　　　　　　　	薄井　桂子
課長補佐兼保険年金係長
	 吉住　二郎
●戸籍住民係
　課付係長　　　　	石井　里子
　主査　　　　　　	藤田　洋美
　主事　　　　　　	桐花　　瞳
●保険年金係
　課付係長　　　　	長家佳奈子
　課付係長　	　　○大金　典彦
　主事補　　　　	　大金　弘明
●生活環境係
　係長　　　　　	　大橋　裕一
　主査　　　　　　	佐藤　康隆

主幹兼園長	 鈴木　葉子
主任保育士　　　　	髙野　弥生
主任保育士　　　　	佐藤　泰子
主任保育士　　　　	永森あつ子
主任保育士　　　　	髙橋　和子
保育士　　　　　　	伊藤由紀子
保育士　　　　　　	菊地真祐美
保育士　　　　　　	永井　千穂
保育士　　　　　　	佐藤　有加
保育士　　　　　　	豊田裕香子
保育士　　　　　　	小口　　歩
主任調理員　　　　	佐藤　久江
調理員　　　　　　	川那子和枝

園長	 髙野　純子
主任保育士　　　　	岡　てる子
主任保育士　　　　	薄井　隆子
保育士　　　　	 小泉　　怜
主任調理員　　　　	大野　光江

課長　　	 山本　　勇
課長補佐　　	 坂尾　一美
課長補佐（土木建築担当）
　　　　　　	 菊池　政広
課長補佐（地籍調査担当）
　　　　	 ○薄井　　亮
●管理係
　係長　　　　　　	板橋　文子
　主査　　　　　　	川上　　浩
　主査	 田代　敏樹
　主事補	　　　　　菊池　　良
●土木建築係
　係長　　　	 ○田邊　康行
　課付係長	 ○橋本　秀一
　技師　　　　　	○深澤　啓太
●地籍調査係
　係長	 　　　　　熊田　則昭
　主事　　　	 　　岩村美智子
　主事　　　　　	 佐藤　禎晃

課長　　	 星　　康美
課付課長（農業委員会事務局長
併任）　　　　　　	 小祝　邦之
課長補佐　　　　　	大森　親久
課長補佐兼農地調整係長（農業
委員会事務局併任）	 藤田　悦子
課長補佐（農政担当）
　　　　　　　　	○小室　利雄
課長補佐（農林整備担当）
　　　　　　　　	○益子　泰浩
●農政係　　　　　　　
　係長　　　　　	○藤田　寿彦
　課付係長	　　　○髙野　　恵
　主事　　　	　　○川俣　貴弘
●農林整備係
　係長	　　　　　○久保寺康之
　主事　　	　　　　五月女倫子
　主事　　　	　　　福嶋　雅俊
●農地調整係（農業委員会事務
　局併任）
　課付係長	　　　　笠井智恵子

課長　　　　　　	○大金　　清
課長補佐兼商工係長	高林　伸栄
●商工係
　課付係長　　　　	木村　　広
　主査　　　　　　	大森　祐城
●観光係
　係長　　　　　　	笠井　真一
　主事補　　　　　	大金　知織

会計管理者兼課長	 塚原　富太
主幹兼課長補佐　	○鈴木　真也
●会計係
　係長　　　　　	○齋藤　昌代
　主査　　　　　	　佐藤　　武

主幹兼園長　	 ○平山　好子
主任保育士　　　　	薄井　正子
主任保育士　　　　	大森　尚美
保育士　　　　　　	長谷川文香
主任調理員　　　　	堀江　都子

主幹兼園長	 薄井　啓江
主任保育士　　　　	大金佳代子
主任保育士　　　　	鈴木　政江
主任保育士　　　　	大金　浩子
主任保育士　　　　	大武　淳子
保育士　　　　　　	天沼　久恵
保育士　　　　　　	久保居厚子
保育士　　　　　　	佐藤　希美
保育士　　　　　　	髙瀬　　弘
保育士　　　　　　	安波佐由加
保育士　　　　　　	田代　寿樹
保育士　　　　　　	岸　佳代子
主任調理員　　　　	岡　　文子

課長	 小川　一好
課長補佐　　　　　	稲澤　正広
課長補佐（子育て支援担当）
　　　　　　　　	○小松　悦子
●社会福祉係
　係長　　　　　　	渋谷　直樹
　主事　　　　　	　鈴木美裕紀
　主事　　　　　	○佐藤　智美
●子育て支援係
　係長　　　　　	○谷田　克彦
　保育士　　　　　	高野　路康
　主事　　　　　	　小林　宏美
●高齢福祉係
　係長　　　　	　○豊田　博之
　課付係長　	　　　村上　明美
　課付係長	　　　○石井　美帆

課長　　　　　	 藤田　悦男
課長補佐　　　　　	薄井　健一
課長補佐（地域振興担当）
　　　　　　　　　	沼田　一也
課長補佐兼広報広聴係長
　　　　　　　　	○薄井　和夫
課長補佐兼財政係長
　　　　　　　　	○深澤　昌美
●企画調整係
　係長　　　　　	○磯野　　大
　主査　　　　　　	露久保　一
●財政係
　主査　　　　　　	小髙　博史
●広報広聴係
　主事補　　　　　	石田千麻紀
●情報管理係
　係長　　　　　　	屋代　真一
　主事　　　　　　	佐藤　洋平

課長　　　　　　　	小室金代志
課長補佐（徴収担当）	笹沼　公一
課長補佐（課税担当）	小松　重隆
●管理収税係
　係長　　　　　	○星　　善浩
　課付係長　　　	○鈴木　浩史
　主査　　　　　　	髙野　愛子
●住民税係
　係長　　　　　	○小室みどり
　主査　　　　　	　小室　達夫
　主事　　　　　	○川井奈都子
●資産税係
　係長　　　　　　	杉本　　篤
　主査　　　　　	　小髙　　恵
　主事　　　　　	　阿久津康史
※矢板県税事務所（併任）
　主査　　　　　　	永森　　強

事務局長	 増子　定徳
局長補佐兼議事係長
　	 板橋　了寿
庶務係長　　　　	○加藤　啓子

室長	 佐藤　美彦
室長補佐　　	 大武　　勝
●環境推進係
　係長　　　	 ○加藤美智子
　主事　　　	 　福田　貴行

課長補佐兼所長　　	立花喜久江
課長補佐兼健康増進係長
	 ○網野　幸恵
●健康増進係
　主任保健師　　　	益子　利枝
　保健師　　　　　	髙橋　麻紀
　保健師　　　　　	手束　奈津
　管理栄養士　　　	小室　綾恵
　主任看護師　　　	益子きよ子

課長　　　	 秋元　誠一
課長補佐兼福祉係長	藤田　善久
課長補佐兼町民係長	田所　　明
●総務係
　係長　　　	　　　岡　多恵子
　課付係長	　　　　佐藤　郁夫
●町民係
　主査　　　　　　	石塚　章貴
　主査　　　　　　	猪股　倫子
●福祉係
　主査　　　　　　	星　　裕之

課長補佐　　　　	○鈴木　薫子

課長補佐	 山口　　守
課長補佐	 秋元千代子
主査　　　　　　　	今泉美津子
主任保健師　　　　	磯野　律子
主任看護師　　　　	小山田智子
社会福祉士　　　　	立川　正史

課長補佐兼ケーブルテレビ係長
　　	 田代　喜好
●ケーブルテレビ係
　主事	 小川　将照

新
規
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

石田　千麻紀
（企画財政課）

大金　弘明
（住民生活課）

菊池　良
（建設課）

小口　歩
( 馬頭中央保育園 )

大金　知織
（商工観光課）

小室　綾恵
（健康管理センター）
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地元、那珂川町で作ったコンポスト肥料

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

☆野菜　☆花　☆果樹
☆植木　☆芝　☆水稲

 
発酵・熟度を高めた

『有機性の堆肥』です !!

ご購入・お問い合わせはこちらまで
株式会社ピラミッド

那珂川町芳井4-35
☎0287－96－4550

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

　

第
27
回
栃
木
県
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
10
月

７
日
）
で
、
滝
田
大
輝
さ
ん

（
小
川
小
６
年
）
が
優
勝
、
滝

田
和
輝
さ
ん
（
同
）
が
第
３
位

の
成
績
を
収
め
、
第
17
回
全
国

少
年
少
女
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
（
３
月
９
日
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

岡
真
里
愛
さ
ん
（
大
内
）
は

栃
木
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
新
人
大
会
に
宇
都
宮
文
星
女

子
高
校
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
優

勝
し
、
３
月
17
日
の
第
31
回
全

国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

小
泉
涼
太
さ
ん
（
小
川
小
５

年
）
は
11
月
４
日
の
全
国
ホ
ー

プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
栃
木
県
予

選
会
で
準
優
勝
し
、
第
10
回
全

国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会

（
３
月
29
日
・
三
重
県
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
）
は

11
月
３
日
の
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
一
般
の
部
栃
木
県
予
選

会
に
お
い
て
準
優
勝
し
、
１
月

15
日
か
ら
の
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
（
東
京
都
）
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

小
川
地
区
小
学
校
に
お
い
て
は
、
少

子
化
の
影
響
か
ら
年
々
児
童
数
が
減
少

し
、
複
式
学
級
が
生
じ
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
川
地
区
小

学
校
統
合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
今

後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
統
合
方
針
を
定
め
て
地
域
の
皆

様
や
保
護
者
の
皆
様
に
小
学
校
の
現
状

や
今
後
の
在
り
方
を
説
明
し
て
ご
理
解

を
い
た
だ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆

様
か
ら
は
統
合
の
賛
否
を
含
め
て
様
々

な
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
ご
意
見
を
十
分

反
映
し
な
が
ら
、
平
成
26
年
４
月
を
目

標
に
統
合
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
本
年

１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
統

合
推
進
の
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
薬
利
小
学
校
及
び
小
川

南
小
学
校
を
平
成
26
年
３
月
末
で
閉
校

し
、
小
川
小
学
校
に
統
合
し
、
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
各
学
校
の
特
色
を
取

り
入
れ
た
新
し
い
小
川
小
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
３
月
開
催
の

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
関
係
条
例
の

改
正
を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
統
合
に
向
け
て
準
備
委
員
会

を
設
置
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
保

護
者
並
び
に
地
域
の
皆
様
に
は
更
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
、
次
の
よ

う
な
項
目
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
、
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
通
学
対
策

　

遠
距
離
通
学
児
童
の
通
学
手
段
と
し
て

小
川
地
区
全
域
を
対
象
と
し
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
引
越
し
引
継
ぎ

　

各
学
校
の
教
材
や
備
品
等
を
調
整
し
、

統
合
校
へ
搬
入
す
る
も
の
、
廃
棄
す
る
も

の
等
を
分
別
し
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

○
教
育
目
標
や
教
育
課
程
の
調
整

　

統
合
小
学
校
と
し
て
、
各
学
校
の
特
色

や
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
教

育
目
標
や
教
育
課
程
を
編
成
し
ま
す
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
の
調
整

　

各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
の
規
約
、

事
業
の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
新
し
い
小

川
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

○
閉
校
記
念
事
業

　

薬
利
小
学
校
及
び
小
川
南
小
学
校
の
閉

校
に
あ
た
り
、
閉
校
記
念
誌
の
発
行
や
閉

校
記
念
式
典
等
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

学
校
教
育
課

　

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
１
４

滝田大輝さん滝田和輝さん岡真里愛さん小泉涼太さん川上愛可さん

小
川
地
区
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会

生涯学習課  ☎96－2116

上下水道課  ☎92－2002

学校教育課  ☎96－2114

課長　　　　　　　	川和なみ子
主幹 ( 指導主事）　		 小森　　厚
課長補佐　　　　　	益子　雅浩
課長補佐兼学校教育係長
　　　　　　　　	○坂尾　三穂
●学校管理係
　係長　　　	　　○岩村　照恵
　主査　　　　	　　露久保　諭
●学校教育係
　課付係長	 ブラックバーン		ケビン
　主事補　	　　　　薄井　里枝

課長兼馬頭公民館長兼小川公民
館長　　　　　　	○穴山喜一郎
課長補佐　　　　　	大森　新一
課長補佐（生涯学習担当）
	 ○篠江智恵子
●生涯学習係
　係長　　　　　	○星　　　学
　課付係長　　　	○斉藤　貴之
　主事　　　　　	○菊池　明子
●スポーツ振興係
　係長　　　　　　	田角　　章
　主事　　　　　　	藤澤　祐紀
　主事　　　　　　	野上　康二

課長　　　　　　　	秋元　彦丈
課長補佐　　　　　	小髙　誠一
課長補佐（水道担当）	関根　　了
●業務係
　係長　　　　　　	藤浪　京子
　課付係長　　　	○仲野谷智弘
●水道係
　係長　　　　　　	齋藤　　収
　主査　　　　　　	川上　昌之
　主任技術員　　　	菊池　一彦
●下水道係
　係長　　　　　　	横山　和則
　主査　　　　　　	長山　康志
　主事　　　　　	○川上　雅彰

ひばり幼稚園  ☎92－2301

園長　　　　　　	○小泉　久美
教頭　　　　　　	○菊池　幸子
主任教諭　　　　　	大森美弥子
主任教諭　　　　　	川上　清美
教諭　　　　　　　	加藤　剛史

小川幼稚園  ☎96－2130

園長　　　　　　	○小幡　典子
主任教諭　　　　　	小林　順子
主任教諭　　　　　	佐藤　尚巳
教諭　　　　　　　	星　　将司

小学校・中学校
馬頭小学校　　　　	益子　悦子
馬頭東小学校　　　	小森美千代
小川小学校　　　	○豊田　文子
馬頭中学校兼馬頭小学校（課長
補佐）　　　　	 縣　千恵子
馬頭中学校　　　　	髙野美代子
小川中学校　　　　	大金　恵子

馬頭郷土資料館
☎92－1103

馬頭広重美術館
☎92－1199

学校給食センター
☎92－2049

課長補佐兼所長　　	栗田　利行
主査　　　　　　　	竹川久美子

課長補佐兼文化振興係長
　　　　　　　	 ○真保　昌弘
主査　　　　　	 ○菊地　智哉

図書館
馬頭図書館 ☎92－5015
小川図書館 ☎96－2335

課長補佐兼館長　　星　　文子
課長補佐　　　　○高林　和枝
課付係長　　　　　屋代　正子
主査　　　　　　　友田　哲也
司書　　　　　　　田代　美幸

主幹兼館長　　　	○市川　信也
課長補佐兼事務長　	北條　　清
主任学芸員　　　　	長井　裕子
主事　　　　　　　	星　　晴奈

退職者
会計管理者兼会計課長
	 鈴木　吉美
住民生活課長	 手塚　孝則
健康福祉課長	 　郡司　正幸
学校教育課付課長兼ひばり幼稚園長	
　	 髙橋　道男
生涯学習課主幹兼馬頭広重美術
館事務長	 大金ハツイ
学校教育課長補佐兼小川幼稚園長	
	 髙野　礼子
健康福祉課長補佐（わかあゆ保育園）	
	 菊池　園江
企画財政課長補佐　	井上　　彰
総務課付係長（南那須地区広域
行政事務組合）	 大野　博幸
総務課主任事務員　	小瀧　　忠
馬頭東小学校主任事務員	 	
　　　　　	 星　　洋子
小川南小学校主任事務員	 	
　　　　　	 田所　悦子

組織の一部改編について
○税務課課税係が住民税係と資
　産税係に分割になりました。
○児童館が廃止となりました。

第
７
回 

体
育
協
会
支
部
対
抗

　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
結
果

団
体
グ
ロ
ス
の
部
優
勝　

健
武
Ａ

準
優
勝　

大
山
田
下
郷　

第
３
位　

久
那
瀬

個
人
グ
ロ
ス
の
部
優
勝　

小
室　

好
美
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）

ネ
ッ
ト
の
部
優
勝　
　
　

斎
藤　

健
一
さ
ん
（
健　

武
）

全
国
大
会
に

　
出
場
し
ま
し
た

小川小・薬利小・小川南小が統合
平成
26年

4月
小川小学校に統合してスタートします
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子育て支援センター わかあゆわかあゆ

○きらきらベビークラス　
　産後のヨガは妊娠中・産後に緩んでしまった体を
ゆっくり引き締め、腰痛や肩こりを治すお手伝いをし
ます。産後3年以内の方に効果的です。完全託児制で
すので、お気軽にお越しください。

　日　時：５月１４日（火）午前10時～11時30分
　場　所：健康管理センター
　内　容：産後のヨガ
　講　師：益子篤子さん
　料　金：無料
　持ち物：タオルをご持参ください。

☆マタニティクラス～ハローベビー！～☆

　今回は、フットバス＆タッチセラピー。足のむくみ、
疲れを解消し、首・肩回りから背中にかけての凝りを
優しくほぐします。無理に体を動かさず、参加者同士
で行うタッチセラピーですので、お家でも続けられま
す。託児つきです。

　日　時：５月1５日（水）午前10時～11時30分
　場　所：健康管理センター
　内　容：フットバス＆タッチセラピー
　料　金：無料
　持ち物：母子手帳をお持ちください。

■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

※事前の申し込みが必要です。
　たくさんの参加をお待ちしています。

☎0287－96－5223

健康管理センターからのお知らせ

☆お話な～に☆
４月17日（水）・5月15日（水）10:30～　
　手遊びやお話（絵本・紙芝居・パネルシアター
等）を楽しみましょう。予約は不要です。

☆新聞紙であそぼう☆
４月24日（水)　10:30～
　新聞紙をやぶいたり、丸めたり指先を使って遊
びましょう。申し込みは、４月１９日(金)まで

☆こいのぼりを作ろう☆
５月１日（水）10:30～　　　　
　５月５日はこどもの日です。手作りのこい
のぼりを作りましょう。申し込みは、４月26
日（金）まで

☆大好きなママへのプレゼント☆
５月８日（水）10:30～　　
　5月の第2日曜日は「母の日」です。素敵な
プレゼントを作りましょう。
申し込みは、５月２日（木）まで

　　一人で悩まないで！
　　こ・そ・だ・て

　お子さんを遊ばせながら、保育
士に気軽に相談してみませんか？
お母さん同士の体験談も参考にな
りますね。お互いに助け合って、
一緒に子育てを楽しみましょう。
おかあさんの笑顔がなにより大事
です。

　　　センターは、
　0歳から就学前のお子さんが家族と
一緒に遊べる場所です。
　親子のふれあい、交流の場、育児相
談の場として気軽にご利用ください。
　利用日時　月曜日～金曜日

　　　9:00～17:00

定期予防接種のお知らせ
　お子さんの予防接種は順調に進んでいますか。予防接種は、感染症にかからないことを目的にしています。
・予防接種の種類により、接種年齢・回数・期間などが異なります。（予防接種法で決められています）
・母子手帳および下記の表を必ずご確認の上、もれのないよう接種してください。
・不明な点については、健康管理センター ☎0287-92－1188 まで、お問い合わせください。

定期予防接種 ▼料金・・無料　▼受ける場所・・町内医療機関　▼持参するもの・・母子手帳、予診票
種　　　　類 対象者（接種年齢） 回　　数　　等

ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型） 生後２月～５歳未満 接種開始月齢に
より異なります

Ｈ 25 年４月１日よ
り定期の予防接種
になりました。

小児用肺炎球菌 生後２月～５歳未満
子宮頸がん 中学 1 年生～高校 1 年生女子 ３回
四種混合 （ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ） 生後３月～９０月（７歳６か月）未満 １期：３回　追加：１回
三種混合（ジフテリア・百日咳・破傷風） 生後３月～９０月（７歳６か月）未満 １期：３回　追加：１回
不活化ポリオ 生後３月～９０月（７歳６か月）未満 １期：３回　追加：１回
麻しん・風しん　１期 満１歳～２歳未満 １回
麻しん・風しん　２期 小学校就学前１年間（H19.4.2 ～ H20.4.1 生まれ） １回
ＢＣＧ（結核予防） 生後５月～８月未満 １回

日本脳炎

満３歳～９０月（７歳６か月）未満 １期：２回　追加：１回

H7.4.2 ～ H19.4.1 生まれ
Ｈ17 年～５年間休止していました。対
象年齢で決まった回数を受けていない
方は接種できます。

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

高
齢
者
の
体
を
知
ろ
う

　

平
成
25
年
度
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。
今
回

か
ら
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
中

心
に
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
と
そ
の
家
族
を
、
介
護
・
福
祉
・

健
康
・
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
と
は
一
般
的
に
65
歳
以

上
の
人
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
年
齢
で
も
若
々
し
く
元

気
な
方
も
い
ま
す
し
、
歩
く
事
も

大
変
な
人
も
い
ま
す
。
外
見
も
行

動
も
考
え
方
も
様
々
で
す
。

　

今
月
は
ま
ず
高
齢
者
の
身
体
的

特
徴
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
能
力
の
低
下

　

筋
力
が
衰
え
て
い
く
こ
と
に

よ
り
若
い
頃
の
よ
う
に
素
早
く

動
け
な
く
な
り
ま
す
。
立
っ
た

り
座
っ
た
り
、
歩
い
た
り
何
気

な
い
日
常
の
動
作
が
素
早
く
で

き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。

●
反
射
能
力
の
低
下

　

危
険
が
迫
っ
て
も
回
避
の
反

応
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者

の
交
通
事
故
が
多
い
こ
と
の
原

因
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
回
復
力
の
低
下

　

肉
体
疲
労
の
回
復
力
が
低
下

し
、
疲
れ
が
残
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
運
動
し
た
翌
日
は

平
気
で
も
そ
の
後
疲
労
感
や
足

腰
の
痛
み
が
出
た
り
し
ま
す
。

●
適
応
力
の
低
下

　

暑
さ
や
寒
さ
の
感
覚
が
鈍
っ

た
り
、
新
し
い
こ
と
や
物
に
慣

れ
ず
過
度
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
身
体
機
能
の
変
化

①
脳･･･

短
期
記
憶
力
の
低
下

昔
の
事
は
よ
く
覚
え
て
い
て
も

最
近
の
こ
と
は
思
い
出
せ
な
い

②
目･･･

調
整
力
の
低
下

遠
近
の
調
整
が
鈍
く
な
り
、
視

野
も
狭
く
な
り
が
ち

③
耳･･･

高
い
音
や
早
口
が
聞
こ

え
に
く
い
こ
と
が
あ
る

④
口･･･

味
覚
の
低
下

唾
液
の
分
泌
が
減
り
、
味
を
感

じ
に
く
く
な
る

⑤
歯･･･

固
い
も
の
が
食
べ
に
く

く
大
き
い
も
の
は
噛
み
切
れ
な

く
な
る

⑥
の
ど
…
飲
み
込
み
が
わ
る
く
な

る
、
喉
の
渇
き
も
鈍
く
な
る

⑦
内
臓
…
消
化
不
良
や
便
秘
を
お

こ
し
や
す
く
な
る

⑧
感
覚･･･
体
温
感
覚
が
鈍
り
、

体
温
調
整
の
機
能
が
低
下
す
る

⑨
骨･･･

関
節
は
固
く
、
骨
が
も

ろ
く
な
り
骨
折
し
や
す
く
な
る

　

高
齢
者
は
、
老
化
に
よ
り
衰
え

て
い
き
ま
す
が
、
む
し
ろ
豊
か
な

経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
心
身
の
老
化
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
元
気
で
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
楽
し
み
、
長
寿
を

ま
っ
と
う
し
、
自
立
し
て
健
康
に

暮
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
人
の
健
康
は
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、病
気
に
か
か
ら
な
い
こ
と
、

自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
こ

と
、
生
き
が
い
や
社
会
的
な
役
割

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
こ
と
・・・

健
康
長
寿
に
な
れ
る
よ
う
元
気
で

健
康
に
生
活
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
リ
ー
ズ
で
健
康

長
寿
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
様
々

な
健
康
づ
く
り
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
（
96
）
２
１
６
１

町内医療機関 飯塚医院 92-2034 白寄医院 92-2710 坂本クリニック 92-1166 高野病院 92-2520
上野医院 96-5151 佐藤医院 96-2841 ※ ワクチンの準備等の為、事前に直接電話等で予約してください。

町外の医療機関を希望する場合 ※ 事前に健康管理センター（☎９２－１１８８）までご連絡ください。
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ご卒業おめでとう
①⑤⑦全員で最後の校歌斉唱
②③⑨卒業証書授与
④答辞　小口楓美さん
⑥答辞　田所拓朗くん
⑧将来の夢や感謝の気持ちを一人一言
⑩花のアーチで見送ります
⑪校舎前で記念撮影
⑫保護者による出し物　子ども達への

メッセージを歌にのせて

町内の２中学校で３月11日、６小学校で19日に
　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業式が行われました。

21

4 5 6

9

１2
 １１ 

3

小川中学校
馬頭中学校

薬利小学校

7

１0

8

馬頭小学校

　

馬
頭
温
泉
「
美
玉
の
湯
」（
小
砂
）
の
東

側
の
遊
休
地
に
町
内
で
初
と
な
る
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
施
設
が
稼
働
し
、
３
月
15
日
に
は

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、日
東
産
業
株
式
会
社
（
茂
木
町
）

が
建
設
し
た
も
の
で
、
約
２
ｈ
ａ
の
土
地
に

４
３
５
４
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
敷
き
詰

め
、
最
大
で
１
時
間
当
り
約
１
０
０
０
ｋ
ｗ

（
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
の
電
力
を
作
り
出
し
ま

す
。
年
間
に
１
０
０
万
ｋ
ｗ
以
上
の
発
電
量

が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
は
約
３
０
０
世
帯
が
１

年
間
に
消
費
す
る
電
力
に
相
当
し
ま
す
。
発

電
さ
れ
た
電
力
は
都み
や
この
馬
頭
変
電
所
に
運
ば

れ
、
家
庭
用
電
力
と
し
て
一
般
家
庭
で
消
費

さ
れ
ま
す
。

　
「
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
上
河
原
サ
ン
デ
ー

会
主
催
「
味
噌
づ
く
り
体
験
交
流
会
」
が
３

月
９
日
、
小
川
の
農
産
物
加
工
処
理
施
設
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
都
市
部
と
の
交
流
人
口
の

増
加
を
目
的
と
す
る
こ
の
交
流
会
は
味
噌
づ

く
り
体
験
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
に
地
元
の

料
理
や
町
内
の
観
光
資
源
を
紹
介
す
る
こ
と

で
町
の
様
々
な
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
で
す
。
今
回
行
っ
た
味
噌
の
仕
込

み
は
、
全
行
程
が
４
日
間
と
い
う
大
変
手
間

の
か
か
る
作
業
で
す
が
、
同
会
で
は
30
年
近

く
毎
年
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、「
思
い
の
ほ
か
重
労
働
で
驚
い

た
が
、
会
員
の
方
々
の
丁
寧
な
指
導
で
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。
半
年
後
に
完
成
す
る
味

噌
が
楽
し
み
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
里
の〝
守
〟サ
ポ
ー
ト
事
業「
な

か
が
わ
元
気
応
援
隊
」
の
出
発
式
が
３
月
27

日
、
馬
頭
図
書
館
北
側
の
高
齢
者
生
産
活
動

施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
商
工
会
加
盟
店
舗
、
地
元
行

政
区
長
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
町
・
議
会

関
係
者
な
ど
約
50
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
主

催
者
の
商
工
会
会
長
・
深
澤
茂
樹
さ
ん
は「
町

内
の
準
限
界
集
落
８
地
区
で
は
、
独
居
高
齢

者
の
増
加
や
生
活
必
需
品
の
入
手
困
難
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
高
齢
者
世
帯
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
と
見

守
り
を
兼
ね
た
画
期
的
な
『
な
か
が
わ
元
気

応
援
隊
』
を
発
足
で
き
ま
し
た
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
は
大
山
田
上

郷
、
大
山
田
下
郷
、
盛
泉
、
谷
川
の
各
地
区

に
出
発
し
、
事
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
東
海
道
五
十
三
次
」
江
戸
の
様
々
な
文

化
が
花
開
い
た
宿
場
町
を
学
び
つ
つ
、
そ
の

食
文
化
に
舌
鼓
を
打
つ
「
食
の
街
道
宿
め
ぐ

り
」
が
３
月
23
日
、
広
重
美
術
館
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
回
目
と
な
る
今
回
の
宿
め
ぐ
り
は
、
海
の

恵
み
と
美
味
い
酒
を
楽
し
む
会
と
題
し
、
相

模
の
国
（
藤
沢
宿
・
平
塚
宿
・
大
磯
宿
・
小

田
原
宿
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
小
砂
焼
の

器
に
盛
ら
れ
た
あ
ん
こ
う
鍋
を
メ
イ
ン
に
、

に
ぎ
り
寿
司
や
小
田
原
の
老
舗
か
ら
取
り
寄

せ
た
か
ま
ぼ
こ
な
ど
と
と
も
に
桜
の
花
の
酵

母
で
造
っ
た
日
本
酒
や
米
麹
の
甘
酒
な
ど
も

並
び
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
市
川

館
長
か
ら
当
時
の
宿
場
の
様
子
な
ど
を
聞
き

な
が
ら
、
海
の
幸
を
堪
能
し
、
春
の
夕
べ
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が

稼
働

味
噌
づ
く
り
体
験
交
流
会

「
な
か
が
わ
元
気
応
援
隊
」

出
発
式

食
の
街
道
宿
め
ぐ
り
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俳
　
句

よ
き
貌
の
真
鯉
浮
か
び
ぬ
藤
の
花	

松　

野　
　

大
高　

松
竹

春
夕
焼
こ
の
地
に
住
み
て
四
十
年	

松　

野　
　

鶴
川　

良
子

春
一
番
暴
れ
ま
く
つ
て
雲
に
入
る	

松　

野　
　

横
山　

義
夫

階き
ざ
は
しを
読
経
お
り
く
る
余
寒
か
な	

吉　

田　
　

國
安　
　

薫

残
さ
れ
し
母
に
余
寒
の
つ
づ
き
け
り	

小　

川　
　

金
井　

和
子

翅
を
帆
に
初
蝶
石
を
蹴
り
立
ち
ぬ	

小　

川　
　

和
泉
す
み
を

　
　

短
　
歌

解
る
よ
で
解
ら
ぬ
文
の
「
ａ
ｂ
さ
ん
ご
」
同
じ
世
代
に
生
き
て
い
な
が
ら

馬　

頭　

五
月
女
ト
ミ
ノ

遠
き
日
の
健
や
か
な
り
し
姑は
は

偲
ぶ
芹
の
香
恋
ひ
て
日
が
な
摘
み
ゐ
き

馬　

頭　
　

西
宮　

定
子

し
っ
と
り
と
合
唱
「
落
葉
松
」
降
る
雨
に
心
を
濡
ら
し
歌
ひ
ゆ
く
な
り

馬　

頭　
　

佐
藤　

節
子

霜
ゆ
る
み
寒
に
耐
え
き
し
畑
の
草
花
つ
け
た
る
も
抜
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那珂川町
図書館

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

たのしい絵本と紙しばいの会　　　  　
・４月18日（木）午前10時30分～
・５月　２日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館	視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

高校生ボランティアのおはなし会　  　
・４月21日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館	児童室
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しば
いや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、こいのぼりの壁飾りを作ります。

読　書　会　　　　　　　　　　  　
・５月８日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「夕映え天使」　浅田次郎／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会　　  　
・５月11日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、きれいな千代紙でかざぐるまを
作ります。

小川おはなし会　　　　　　　 　  　
・５月11日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、きらきらぼうえんきょうを作ります。

馬頭図書館　４月16日～５月15日のお休み

小川図書館　４月16日～５月15日のお休み

日 月 火 水 木 金 土
4/16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 5/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15

日 月 火 水 木 金 土
4/16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 5/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html
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小川図書館 馬頭図書館

第55回
「こどもの読書週間」

　4月23日から5月12日ま
で、第55回こどもの読書
週間です。今年の標語は、

「たくさん読んで大きく
なあれ」です。
　図書館では、「うちどく
ノート」や「おすすめカー
ド」を配付していますの
で、ご利用ください。



2021 広報なかがわ　平成25年４月10日 広報なかがわ　平成25年４月10日

場所　那珂川町小川（舟戸）
　　　まほろばの湯湯親館西側
区画　30区画（１区画30㎡）
入園料　１区画　年5,000円
入園期間　4月1日から1年間
　　　　  （更新可）
無料で利用できる施設等
堆肥、管理機、農具、灌水用水道
入園資格・農業への理解を深めたい方
　　　　・区画の整理ができる方
募集区画　15区画
申込方法　町窓口に備え付けの入園
申込書を提出（郵送可）
申し込み先・問い合わせ
農林振興課　☎0287－92－1113

　町では、家庭から流される生活排水
によって、川や水路が汚れないように
するために、浄化槽の設置に対して補
助金を交付する制度があります。
○浄化槽とは　生活排水（台所・風

呂・洗濯等）とトイレのし尿を併
せて処理する浄化槽です。
○交付対象区域　公共下水道区域及

び農業集落排水区域を除く町内全域
○対象となる建物
・専用住宅　主に住居の用に供する建物
・併用住宅　延べ面積の２分の１以

上を居住の用に供する建物
・自治公民館　行政区又は集落を単

位とし、自治活動の拠点として集
会の用に供する建物

人槽区分 規模　※１ 補助金額

5 人槽 延べ面積
130 ㎡以下 332,000 円

7 人槽 延べ面積
131 ㎡以上 414,000 円

10 人槽 2 世帯住宅 ※ 2 548,000 円

※1　規模はJIS規格によるもので特
別な事情がある場合に変更もできる。
※2　2世帯住宅は、浴室及び台所
が2つ以上ある住宅。
問い合わせ　上下水道課下水道係

 ☎0287－92－2002

●春季企画展「古代の輝きをあつめ
て　―那須地域出土のガラス玉―」
　弥生時代以降のガラス玉について、
那須地域の古墳からの出土品を中心
に紹介します。
会期　4月13日（土）～6月16日（日）
場所　県立なす風土記の丘資料館
要観覧料（中学生以下は無料）
休館日　月曜日（祝日は開館）
　　　　祝翌日
●歴史解説員養成講座受講生募集
　資料館では「風土記歴史解説員養
成講座」を開講します。那須地域に
興味のある方、ぜひ一緒に学んでみ
ませんか。
対象　歴史に関心があり、開催する
講座に参加できる方
定員　20名（先着順）  受講料　無料
講座開催日・内容　
①4月20日（土）開講式・県立なす
風土記の丘資料館の常設展示解説
他（全10回）
※全10回のうち7回を受講された方
には、修了証を授与し、希望者は歴
史解説員に登録いたします。
申込期限　4月16日（火）まで
申込方法　電話・FAX・郵送または
直接来館にてお申し込みください。
申し込み・問い合わせ
県立なす風土記の丘資料館
☎0287－96－3666   Fax0287－96－3340

にてお申し込みください。
問い合わせ　
パルティとちぎ男女共同参画セン
ター　　　　☎ 028－665 －8323

　那珂川町で生産・加工される商品
及び販売される商品（物に限る）に
ついて、認定申請のあった商品等の
中からお客様の評判の高いものを那
珂川町ブランド認定品として、商品
等のイメージアップを図るため、認
定申請を受付けます。
お客様の評価項目　購入意向・推奨
意向・独自性・愛着度
認定基準　認定申請された商品を
購入した100人のお客様に評価用紙
（ハガキ）を配布し、お客様からの
回答が30以上あり、回答を点数化
し、20点満点中の平均点数が14点
以上の商品を申請者ごとに２つまで
認定します。
申請者の要件　町内に事業所を有す
る者で、認定商品の認定を受けよう
とする商品を、直接消費者に販売す
る者
申請受付期間　
　平成26年1月31日まで
提出先　商工観光課商工係
認定　平成26年3月に認定委員会を
開催し、審査の上認定商品を決定し
ます。
問い合わせ　商工観光課商工係

☎0287－92－1116

　今年の「犬の登録と狂犬病予防注
射」は、5月と6月に町内を巡回し
て実施します。1回目は5月中旬か
ら下旬、2回目は6月中旬から下旬
に実施します。日程については5月
号、6月号でお知らせします。なお、
登録者には別途通知します。
問い合わせ　住民生活課生活環境係

☎0287－92－1112

平成25年度古文書講座・受講生
の募集について

期日　平成25年4月から平成26年
　　　3月までの毎月第3土曜日　
　　　午後1時30分～
場所　馬頭郷土資料館会議室
講師　深澤福二先生
定員　20名（先着順）受講料 無料 
申し込み　　馬頭郷土資料館

☎0287－92－1103
　　　※お気軽にお申込み下さい

『親学習プログラム』とは、子育て
について、親同士が話し合い、交流
しながら、楽しく子育てについて学
ぶ参加型の学習プログラムです。上
記プログラムを活用して学習支援を
行う指導者を目指してみませんか？
お気軽に生涯学習課までお問合せく
ださい。
研修期間　6/5（水）、6/26（水）、
　　8/1（木）、9/2（月）【全４回】
研修会場　栃木県総合教育センター
申込締切　5月8日（水）
主催　栃木県教育委員会
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116

　男女共同参画社会の実現に向けて
現状と課題を理解し、一人ひとりが
できることに気づき、取り組むこと
を考えるための基礎的な学習します。
期間　6月1日（土）～7月6日（土）
　　　（全5回）
対象　全5回参加できる方
内容 「幸せ力アップ！～わたしの
『チカラ』を伸ばす5つの方法～」
をテーマに、性別や年齢、考え方や
立場の違いを越えて、男女共同参画
の視点をもつことの大切さを学びま
す。
申し込み　5月10日（金）までに電
話、FAX、ホームページ、直接来館

　平成25年4月1日から那珂川町斎
場使用料及び霊柩車使用料の助成金
が廃止になりました。
　平成25年3月31日以前に霊柩車
を使用された方でまだ申請をしてい
ない方は、4月30日（火）までに申請
してくださるようお願いいたします。
　なお、斎場使用料につきましては
斎場窓口での支払いが必要になりま
す。（下片平地区の方は今までどお
りです）
問い合わせ　住民生活課

☎0287－92－1112

　次代を担う人間性豊かで地域に貢
献する実践的な青年リーダー・女性
リーダーを目指します。リーダーに
必要な基本的能力を身につけ、地域
の課題について考えてみませんか。
研修期間　7月～2月　全9回
　　　　　（宿泊研修含む）
募集期間　4月22日（月）から
　　　　　5月24日（金）まで
対象　①青年リーダー育成部門－
　　　満18歳以上40歳未満の男女
　　　②女性リーダー育成部門－
　　　満30歳以上66歳未満の女性
定員　各15名
申し込み・問い合わせ　

生涯学習課　☎0287－96－2116

　地域を活性化させるリーダーを目
指してみませんか？
　お気軽に生涯学習課までお問合せ
ください。
研修期間　6月～8月【全6回】
研修会場　栃木県総合教育センター
申込締切　5月8日（水）
主　　催　栃木県教育委員会
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　　☎0287－96－2116

那珂川町斎場使用料及び
霊柩車使用料の

助成金が廃止になりました

平成25年度
栃木県次世代人材づくり事業

参加者募集

平成25年度古文書講座・受講生
の募集について

「親学習プログラム」指導者研修
参加者募集

平成25年度那珂川町ブランド
認定申請を受け付けます

「男女共同参画セミナー基礎
コース」受講者募集のお知らせ

犬の登録及び
狂犬病予防注射について

女性教育指導者研修
参加者募集

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 メンデレーエフの奇妙な棚
18:00 アスリート解体新書
18:30 ★企画番組

（終了後は文字放送）19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 偉人達の夢
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール 手作り野菜でリフレッシュ！

「まほろば農園」入居者募集

栃木県立なす風土記の丘資料館
春季企画展及び歴史解説員
養成講座受講生募集

浄化槽設置補助制度を
ご利用ください

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

4/1～4/7 ハロー元気っこ
（わかあゆ保育園）

4/8～4/14
みんなで子育て
　わんぱく広場

4/15～4/21 馬頭中学校　入学式

4/22～4/28 小川中学校　入学式

4/29～5/5 イアン’Ｓ キッチン ＃６

お知らせ お知らせお知らせ お知らせ
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う
ぶ
ご
え

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

久
保
　
晴は
る

香か

　
裕
史

　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
亮
子

小
泉
　
怜れ
い

愛あ

　
大
輔

　
　
小
　
川

　
　
　
　
　
　
麻
衣
子

渡
邉
　
旺は
る

桜と

　
大
作

　
　
小
　
川

　
　
　
　
　
　
花

水
野
　
陽は
る

麻ま

　
順
一

　
　
小
　
川

　
　
　
　
　
　
智
加

小
室
　
千ち

星ほ

　
駿
輔

　
　
薬
　
利

　
　
　
　
　
　
綾
子

4月1日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,302 人（－	31）
	　女　	 9,217 人（－	29）
	　計　18,519 人（－	60）
	世帯数		6,117　			（＋	１）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

		
（
氏　

名
）　
（
年
齢
）		（
住
所
）

髙
野　

ス
ミ　
（
89
）　

馬　

頭

直
井　

三
男　
（
55
）　

馬　

頭

後
藤　

キ
ミ　
（
83
）　

馬　

頭

石
澤
千
惠
子　
（
76
）　

馬　

頭

大
武　
　

修　
（
99
）　

矢　

又

小
林　
　

渉　
（
94
）　

和　

見

小
林　

里
美　
（
36
）　

和　

見

益
子
シ
ズ
イ　
（
87
）　

和　

見

髙
野　

キ
ノ　
（
87
）　

松　

野

大
武　

龍
次　
（
90
）　

富　

山

髙
野
三
代
藏　
（
88
）　

富　

山

髙
野　

キ
ノ　
（
88
）　

富　

山

星　
　

タ
イ　
（
88
）　

盛　

泉

薄
井　

ク
ラ　
（
98
）　

大　

内

生
井　
　

透　
（
57
）　

大　

内

川
和　

敏
子　
（
82
）　

大　

内

大
髙　

葊
美　
（
58
）　

大
那
地

谷
田
部
ケ
イ
子　
（
73
）　
大
山
田
上
郷

生
田
目
仁
藏　
（
89
）　
大
山
田
上
郷

島
田　

九
郎　
（
75
）　

小　

砂

清
水
千
代
次　
（
87
）　

小　

川

神
長
キ
ミ
子　
（
83
）　

小　

川

鈴
木
八
重
子　
（
79
）　

小　

川

　

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

２
月
21
日
～
３
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

　

３
月
３
日
に
宇
都
宮
市
の
県

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第

36
回
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
県
大
会
」（
県
合
唱
連
盟
、

朝
日
新
聞
社
主
催
）
に
お
い
て
、

町
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
「
コ
ー

ラ
ス
藍
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

７
月
６
日
、
７
日
に
水
戸
市
で

開
か
れ
る
関
東
支
部
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

那珂川町環境のまちづくり推進会議」公募委員
を募集します！

■募集人員　　２名
■役割・活動内容
　環境基本計画の実現に向け、次の４つの基本目
標について、地域住民の皆さん、事業者、行政が
一体となって協議し、その実践活動の推進を図り
ます。
　①美しい自然と共生するまち（自然環境）
　②潤いと安らぎのあるまち（生活環境、快適環境）
　③循環型社会を目指すまち

　（地球環境、資源環境、エネルギー）
　④環境について考え行動するまち

　（環境教育、環境学習、参画と協働）
■任期　　委嘱された日から
　　　　　平成27年３月31日まで
■応募資格　　
　　応募時の年齢が20歳以上で次の条件を満たす方
　①町内に住所を有する方
　②会議（夜間）に出席可能な方
　③地方公共団体の議員又は常勤の公務員でない方

■報酬　　無償
■応募方法・申し込み
　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、環境
総合推進室へ申し込んでください。
　郵送でも受け付けます。
※申込書は環境総合推進室でお受け取りくださ
い。また、町のホームページからでも入手で
きます。

■募集期間　　
　４月２４日（水）まで
　※郵送の場合は当日消印有効です。
■選考　応募者多数の場合は、町において年齢
　構成や意見等を総合的に考慮して選考し、決
　定しますのでご了承ください。
■問い合わせ　
　　環境総合推進室　
　　☎０２８７－９２－１１１０
　　Eメール
　　ksuishin@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

を募集しますホストファミリー
（外国人ゲストを泊めてくれるご家庭）

　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指導者等）の方々と２泊３日、一緒に過ごしてみませんか？　

外国の方と交流を楽しみたい方、外国語が苦手な方、得意な方、上手になりたい方など、どなたでも奮ってご応募

ください。　※ほとんどの方が日本語を話すことが出来ます。

ホームステイ：5月10日（金）夕方～ 12日（日）の昼まで
田 植 え 体 験：5月11日（土）9:30～12:30頃　芳井地内（福島泰夫様 ほ場）
 　　　　※日程については変更になる場合がありますのでご了承ください。
問 い 合 わ せ：那珂川町教育委員会　生涯学習課　☎ 0287－96－2116  
　　　　　　　sistercity@town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申 込 締 切：4月19日（金）

ホームステイウィークエンド in 那珂川 2013 春（田植え）

コーラス藍

取
組
み
、見
事
解
決
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
於
富
吉
美
・
お
お
き
み
（
大
王
）」

や
「
波
流
・
は
る
（
春
）」
な
ど
が

そ
の
代
表
で
す
。
こ
れ
ら
の
文
字
は

『
万
葉
集
』
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

か
ら
「
万
葉
仮
名
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
千
年
以
上
も
後
の
明
治

開
国
期
、
今
度
は
欧
米
の
「
英
語
」

と
の
折
り
合
い
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
登
場
し
た
の
が

「
英
字
」
を
日
本
語
に
あ
て
は
め
た

「
ロ
ー
マ
字
」
で
す
。「
万
葉
仮
名
」

も
「
ロ
ー
マ
字
」
も
、
日
本
が
世

界
へ
と
大
き
く
飛
び
出
す
「
門
出
」

に
必
要
な
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
「
う
ぶ
ご
え
欄
」

も
こ
の
頃
、
万
葉
仮
名
風
の
命
名

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
き
な
時
代
の
変
革
期
を
む
か
え

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

文
化
振
興
係
長　

眞
保
昌
弘

左
写
真　

那
須
郡
人
大
伴
部
廣
成
に
よ
る

『
万
葉
集
』
所
載
の
「
防
人
歌
」

那
須
郡
人 

大
伴
部
廣
成
の
防
人
歌
と
万
葉
仮
名

　

四
月
と
な
り
、
進
入
学
や
就
職

な
ど
新
た
な
門
出
の
季
節
を
む
か

え
ま
し
た
。
昨
今
の
厳
し
い
社
会

情
勢
か
ら
か
、私
の
周
り
で
は
「
単

身
赴
任
」
と
な
る
方
を
見
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
単
身
赴
任
」
の
は
じ
ま
り
は

古
く
奈
良
時
代
へ
と
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
大
陸
や
半
島
か
ら
の
外
敵

侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
下
野
国
（
栃

木
県
）な
ど
10
ヶ
国
の
成
人
男
子
が

「
防さ
き

人も
り

」
と
し
て
北
部
九
州
に
送

り
込
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
の
際
の

家
族
と
の
別
れ
、
嘆
き
を
詠
ん
だ

93
首
は
「
防
人
歌
」
と
し
て
『
万

葉
集
』
に
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
那
須
郡
の
人
で
あ
る
大

伴
部
広
成
（
お
お
と
も
べ
・
ひ
ろ
な

り
）
の
歌
が
あ
り
ま
す
。

　

布
多
富
我
美　

阿
志
気
比
等
奈

里　

阿
多
由
麻
比　

和
我
須
流
等

伎
爾　

佐
伎
母
里
爾
佐
酒

　

布
多
ほ
が
み　

悪
し
け
人
な
り

　

あ
た
病　

我
が
す
る
時
に　

防

人
に
さ
す
（
国
の
長
官
は
全
く
悪

い
人
だ
。
私
が
病
気
を
患
っ
て
る

時
に
防
人
に
行
か
せ
る
ん
だ
か
ら

よ
～
）

時
を
越
え
、
そ
の
心
情
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
文
字
を
使
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
疑
問
を
持
つ
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
言
葉
」
と
「
文
字
」
は
人
と

人
を
つ
な
ぐ
大
切
な
道
具
で
す
。

言
葉
は
素
早
く
直
接
的
で
す
が
、

伝
え
ら
れ
る
人
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
文
字
は
紙
、
木
、

石
に
記
さ
れ
、
広
範
囲
、
長
期
間

そ
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
わ
が
国
で
は
中
国
の
政
治

文
化
を
見
習
っ
た
こ
と
か
ら
「
漢

字
」
を
公
用
語
に
用
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
わ
が
国

で
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
と
の
折
り
合

い
で
す
。
当
時
の
人
び
と
は
漢
字

の
音
を
一
文
字
ず
つ
の
言
葉
に
あ
て

は
め
る
「
仮
借
（
か
し
ゃ
く
）」
に
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春季特別展

－ゴッホに愛された花魁－
溪斎英泉展

　オランダの画家、フィ
ンセント・ファン・ゴッ
ホ（1853-1890）は世界

で最も人気のある画家の一人といっても間違いないで
しょう。激しく燃えるような色使いは観る人の心を捉
えて離しませんが、彼の絵画に対する真摯な姿勢や劇
的な人生もその高い人気の理由の一つです。
　ゴッホの生涯というと「耳切り事件」が有名です
が、これに日本の浮世絵が関係していたことを皆さん
はご存じでしょうか。
　ゴッホは浮世絵を好み、熱心に集めていました。ア
ントワープで絵を勉強していた1885年頃にはすでに
たくさん持っていて、アパートの壁に浮世絵を張り巡
らして楽しんでいたことが知られています。
　1886年にパリに移ったゴッホは、ジャーナル『パ
リ・イリュストレ』5月号を目にし、その表紙を飾っ
た溪

け い

斎
さ い

英
え い

泉
せ ん

の「雲
う ん

龍
りゅう

裲
う ち

襠
か け

の花
お い

魁
ら ん

」に感銘をうけまし
た。ゴッホはこれを油絵で模写し、「花

お い

魁
ら ん

」という作
品を作成しました。またこの頃、広重や国貞などの浮
世絵も模写しています。
　ゴッホは、浮世絵の明るい色調から、日本は空気が
澄んでいて明るい光に満ちあふれている国だと想像
し、あこがれを抱いていました。そこで、1888年に
日差しの強い南仏アルルに移り住むことにします。
「印象派の画家はみんな日本の絵が好きで、その影響
を受けている。それなのになぜ日本へ、つまり日本に
相当する南仏へ行こうとしないだろう。僕は未来の芸
術は南仏にあると思う」これは、弟に宛てた手紙に
あった言葉です。ゴッホはアルルを大変気に入り、友
人のゴーギャンにも南仏に来るよう誘いました。
　ゴーギャンはそれに応えて秋にアルルを訪れ、ゴッ
ホとの共同生活を始めます。しかし、２ヵ月後、お

互いの意見の衝突
からゴッホは発作
的に自分の耳を切
り落とすという事
件を起こし、ゴー
ギャンはゴッホの
もとを去っていっ
てしまうのです。
　それ以降ゴッホ
は、あれだけ夢中
だった日本のこと
を口にしなくなり、妄想や幻聴に苦しめられながら、
最後は自ら命を絶ってしまいました。
　展覧会ではゴッホが模写した「雲

う ん

龍
りゅう

裲
う ち

襠
か け

の花
お い

魁
ら ん

」や
ジャーナル「パリ・イリュストレ」をはじめ、英泉の
美人画、肉筆画、武者絵などを展示します。ゴッホに
とって浮世絵とはなんだったのか、思いをめぐらせな
がら展覧会をお楽しみください。

　　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　　　期】　前期　４月２０日（土）～５月２６日（日）
【記念講演会】　５月１８日（土） 午後１時３０分～　
　　講師：及川茂氏（日本女子大学教授）
　　演題：「浮世絵とジャポニスム」

【ミュージアムトーク（展示解説）】
　　４月２０日（土）　当館学芸員　午後１時30分～

【休　館　日】　月曜日（但し４月２９日は開館）祝日の翌日
　　　　　　　５月２７日～３０日は展示替のため休館

【入　館　料】　大　　　人　　700円（630円）
　　　　　　　高・大学生　　400円（360円）

※（ ）は２０名以上の団体料金。
※70歳以上、小学生以下は無料。
※障害者手帳をお持ちの方・付き添い１名は半額

第 回

　「パリ・イリュストレ」個人蔵

平成24年度那珂川町観光写真コンテスト
入選「花につつまれて」森嶋新勝さん（常陸大宮市）

撮影場所：馬頭公園

91

「満開の桜の下で
楽しそうに語り
合う二人を見て、
その姿に感動し、
シャッターを切
りました。」

（森嶋さん）


